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子子子供供供ががが遊遊遊べべべるるるふふふるるるさささとととののの川川川へへへ、、、自自自然然然豊豊豊かかかななな川川川ののの散散散歩歩歩道道道ににに、、、   きききれれれいいいななな川川川にににしししままましししょょょううう！！！ 

清流にする会発足の頃のこと （真光寺川徒然草１） 

ってきました。この会議は１０年の時限立法で

１年弱で終わってしまいました。 

９９８年夏、エコネット町田の松尾会長 

の提案で「取あえず１度真光寺川を歩い

てみましょう」と云うことになりました。残暑

の厳しい日でした。有志５名が集まり開戸親水

から川沿いに歩きました。思ったより水がきれ

いだと云うのが第１印象でした。然し自転車や

家電の残骸が散在していました。遡行２㎞、暗

渠にぶつかりました。広袴公園は当時人造の溜

池で鉄条網が張り巡らされ立ち入り禁止の札が

立っておりました。当日の探索はそこまでとなり

ました。   

９９９年、有志で住宅整備公団・管理事務 

所を訪ねました。広大な田圃だった鶴川台

一帯が掘り返されダンプが砂塵をあげて駆け回

っていました。当時は宅地開発が国策でした。都

心から程よい距離にある鶴川近辺は最適なベッ

ド・タウンだったのでしょう。何より衝撃をうけ

たのはこの地域を流れる真光寺川を地下にうず

めてしまうと云うことでした。 

              （裏面へ続く）       

会議は町田の主要な川の十数ヵ所を選び、毎月決

められた日に定点観測するものでした。私共の担

当は鶴見川と真光寺川の合流点・精進場橋でし

た。そこでご近所の五条さん、真光寺の旧家・榎

本さんの組に加へてもらいました。初めて川の実

態に触れることができたのは喜びでした。然し観

察だけで清掃作業を伴わないことに物足りなさ

を感じたことも事実でした。私共は川で泳ぎを覚

えて育ちました。川のゴミを除き、きれいにして

子供達の遊び場にしてあげたいと云う思いが募 
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    光寺川の清掃作業を始めて二十年余りに 

なります。よく続いていると感謝してい 

す。今となっては発足の頃のことを知る人も少

くなってしまいました。古い記憶をたどりなが

ら書き記しておきたいと思います。 

９９５年、私は６５歳で定年を迎えまし 

た。折角、自由な時間が出来たので何かお 

役に立つことがしたいと、ボランタリーセンタ

ーを訪ねました。そこで市民大学・環境講座募

集の案内を知りました。早速、翌年開講の講座

に応募しました。２期生だったと思います。１

年間の学習を通じて、町田が丘陵と川に恵まれ

た豊かな風土であることを知りました。然しそ

の風土が「ゴミの増大」と「河川の汚染」の危

機にさらされていると云うのです。 

１９９７年、環境講座修了生のグループ「エコ

ネット町田」に加入いたしました。毎月の例会

では環境問題が熱心に討議されました。 

メンバーの紹介で「町田の川をきれいにする市

民会議」に参加できたことは幸運でした。この
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 鶴見川と真光寺川の合流点精進場にて 1９９８.８ 柏木夏彦氏撮影 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

１１月・１２月の清掃（クリーン作戦）の予定 

１１月１４日（日）、１２月１２日（日） 

☆集合：9：30 下堰親水場 

(能ｹ谷４丁目、魁力屋ラーメン店裏) 

☆持物：軍手。その他ごみ袋、火ばさみ 

や長靴など一部用意があります。 

☆解散予定 １１：００  

〇緊急事態宣言が発令された場合は中止と 

なります 

〇皆さま どうぞご参加下さい。 

 

ご一緒に川をきれいにしませんか 

 

 

 

 

 

 

コネット町田の月例会議では川の自然保護 

の話題がいよいよ熱をおびてきました。町田

の主要な川で会員が実働可能な箇所を選んで毎月

清掃作業をしょうと云うことで意見が一致いたし

ました。候補にあがったのは、恩田川（坂下橋周

辺）、境川（矢口橋周辺）、真光寺川、滝ノ沢（恩

田川の源流）の５ヵ所でした。   

然しいざ実行となると、それほど容易でないこ 

とがわかってきました。何よりの難題は回収した

ゴミをどう処理するかと云うことでした。町田の

河川を管理しているのは南多摩東部建設事務所で

す。松尾会長が粘り強く折衝に当たって下さいま

した。予め清掃作業の場所・日時・ゴミの収集

場所を届出ることで、回収を業者に委託してく

れることになりました。経費を伴うことですか

らお役所としても難題だったと思います。 

０００年１月、真光寺川関係者８名が、当 

時駅前の夏目ビルの裏手にあった焼き鳥 

屋「大将」に集まりました。そこで「真光寺川

を清流にする会」と云う名称が決まりました。

実行計画が話合われ盛り上がりました。 

２０００年・３月・第１日曜日、水がぬるむ 

のを待って待望の第１回清掃作業がスタートし

ました。       （文：山口 拓郎） 
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お知らせ 

８月・９月の川の清掃は緊急事態宣言発令中 

だったため中止となりました。 

真光寺川にはこれまで何度も洪水をおこした

歴史があります。４５年前には台風で１２０戸が

浸水被害を受けました。しかし３５年ほど前から

川の改修工事が行われ、現在の直線型の底の深い

川に改修されました。このとき目指したのは、1

時間雨量で５０ミリでも洪水にならない川にす

ることでした。さらに川の周囲には雨が一気に注

がないよう調整池がいくつか作られています。 

幸いにその後は洪水を起こしていませんが、気

候温暖化が進み雨量が増加し、アメダス

（全国）によると１時間雨量５０ミリ以上

の発生回数が、川の改修当時に比べ 1.5 倍

に増加し、今後さらに２倍以上に増加する

と予測されています。ニュースでも１時間

雨量50ミリという言葉をよく耳にするよ

うになりました。１０月１日にも台風が来

ました。５０ミリを超える雨に十分注意し

ましょう。     （文：黒田健夫） 

            

真光寺川の洪水のこと・・・ １時間あたり雨量が５０ミリが限界    

エ 

メダカポスト： お礼 

８月～９月は、メダカポストへ 

のご寄付が 1.321円でした。 

当会の活動に対しお寄せ 

いただいたご厚志に深く感謝 

いたします 

 

 

☆真光寺川を清流にする会 代表：山本隆治   ☆真光寺川を清流にする会のＨＰ  

事務局：黒田 TEL/FAX:042-708-4269      http://www.shinkojigawa.com/ 

（お問合せは黒田までお寄せください）       e-mail: kawasemi@shinkojigawa.com 

http://www.shinkojigawa.com/
mailto:kawasemi@shinkojigawa.com

